
 

 水電解槽内のマルチスケール物質輸送シミュレーション 

荒木拓人（横国大院工・横浜国大 IAS） 

先進化学エネルギー研究センター，グリーン水素研究ラボでは，水電解に代表される電解技術を用
いて再エネ電力の変動を吸収しながら水素などのエネルギー物質や有用物を製造することを目的に，
新材料の開発，材料の評価法の開発や標準化などの研究開発を進めている．そのなかで，本研究グル
ープでは燃料電池や電解槽の数
値解析モデルを開発し，それらの
研究開発を支援することに取り
組んでいる．ただし，アルカリ水
電解を例にとっても，気泡の発
生，成長，合体のマイクロメート
ルスケールから，スタック全体ま
でスケールは幅広く，マルチスケ
ールな取り組みが必須である． 
右上図に，最も小さなスケール

のモデルとして電極上で気泡が
成長し，合体・離脱するまでの様
子を示す．下段には溶存成分(酸
素)の濃度分布を示すが，下端の電
極近傍の濃度が高く，上方，そして
気泡周囲の濃度が低いことがわか
る． 
右下図はマクロスケールのモデ

ル，アルカリ水電解スタックにお
ける運転停止直後の逆電流の大き
さ分布を示す 1,2)．左絵の背の低い
スタックでは高さ方向にほぼ均一
な電流であるが，スタックの高さ
が増えるに従って電極の下部に電
流が集中している様子が見て取れ
る．現在，これら電流集中と劣化の
関係などの検討を進めている． 
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